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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2016多文化社会学部１年】
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2016多文化社会学部１年】
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015教育学部３年】
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3.79
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：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015教育学部３年】
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015経済学部３年】

4.17

4.30

4.25

3.79

白抜 ：国立文系３年の平均

4.09

黒字 ：当該学部の平均

4.08

4.24

3.74

：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015経済学部３年】

3.43

3.41

3.06

3.39

3.38

3.27

3.79

3.53

3.94

白抜 ：国立文系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

3.56

3.57

3.16

3.57

3.52

3.35

3.73

3.56

4.02
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015医学部医学科３年】

4.23

4.14

4.14

3.79

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

4.40

4.37

4.55

3.83
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015医学部医学科３年】

3.41

3.37

3.19

3.54

3.50

3.40

4.00

3.59

4.00

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

3.75

3.55

3.49

4.08

4.09

3.71

4.14

3.57

4.08
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015医学部保健学科３年】

4.20

3.88

4.08

3.90

白抜 ：国公立看護系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

4.0８

4.08

4.09

3.75
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015医学部保健学科３年】
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白抜 ：国公立看護系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015歯学部３年】

4.23

4.14

4.14

3.79

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

4.30

3.95

4.30

3.58
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015歯学部３年】

3.41

3.37

3.19

3.54

3.50

3.40

4.00

3.59

4.00

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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4.35

3.88

4.05

3.43
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015薬学部薬学科３年】

4.23

4.14

4.14

3.79

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

4.58

4.39

4.58

3.61
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015薬学部薬学科３年】

3.41

3.37

3.19

3.54

3.50

3.40

4.00

3.59

4.00

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

3.42

3.18

2.87

3.63

3.45

2.76

3.95

3.18

3.89
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015薬学部薬科学科３年】

4.23

4.14

4.14

3.79

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

4.32

4.66

4.39

3.79
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015薬学部薬科学科３年】

3.41

3.37

3.19

3.54

3.50

3.40

4.00

3.59

4.00

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

3.45

3.37

3.32

4.03

4.21

3.32

4.16

3.92

4.11
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015工学部３年】

4.23

4.14

4.14

3.79

白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル

4.00

3.87

3.82

3.39
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015工学部３年】
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015環境科学部３年】

4.17

4.30

4.25

3.79

白抜 ：国立文系３年の平均

3.97

黒字 ：当該学部の平均

3.88

4.26

3.63

：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015環境科学部３年】
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定義 能力の小要素 1 2 3 4 5

情
報
収
集
力

課題発見・課題解決に向け
て、幅広い観点から適切な
情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査
し、それらを適切に整理・保
存する力

1‐1 情報源の特性を知る
1）さまざまな情報源
2）インターネットで検索する
3）図書館で調べる

1‐2 情報を整理・保存する
1）ノートテイキング（講義を聴く）
2）情報をファイリングする

1‐3 アンケートとインタビュー
1）アンケートを実施する
2）インタビューを行う

簡単な情報収集
の仕方について、
理解している

様々な情報収集
の手段について、
その利便性と問
題点を理解できる

収集すべき情報
の特性や情報源
の信憑性が理解
できる

仮説を検証するた
めに必要な情報
を見定めて収集し、
整理保存ができる

複雑な文脈の中
で、仮説を検証す
るために必要な情
報を見定めて収
集し、整理保存が
できる

情
報
分
析
力

事実・情報を思い込みや憶
測ではなく、客観的かつ多角
的に整理・分類し、それらを
統合して隠れた構造を捉え、
本質を見極める力

2‐1 表やグラフを読み取る
1）図表・グラフの種類と特性
2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント
3）複数のグラフや表を総合して読み取る

2‐2 文献・資料を読む
1）論理的なテキストの特性
2）論理的なテキストの読解
3）見出しをつける
4）全体像を捉える

2‐3 批判的・多角的に分析する
1）批判的読解とは
2）批判的読解の具体的あり方

簡単な図表や文
章を読み取ること
ができる

図表や文章から、
客観的な事実や
因果関係を読み
取ることができる

図表や文章から
読み取った内容
の関係を論理的
に思考し、構造化
することができる

情報を多角的に
理解し、それらを
統合して本質をと
らえることができ
る

複雑な文脈の中
で、情報を多角的
に理解し、それら
を統合して本質を
とらえることができ
る

課
題
発
見
力

さまざまな角度、広い視野か
ら現象や事実を捉え、それら
の背後に隠れているメカニズ
ムや原因について考察し、解
決すべき課題を発見する力

3‐1 広い観点から問題点を洗い出す
1）拡散思考について
2）ブレーンストーミングで発想を広げる
3）フレームワークで考える

3‐2 問題点を整理・分析する
1）収束思考について
2）収束思考に必要な観点
3）マップ化による整理

3‐3 発見された問題の中から、
解決すべき課題を設定する

1）問題点から課題への絞り込み
2）課題への絞り込みに必要な観点

簡単な問題にお
いて、解決すべき
課題を選択するこ
とができる

複数の情報を整
理し、解決すべき
課題を設定するこ
とができる

いくつかの問題点
の中から、解決す
べき課題の優先
順位を理解するこ
とができる

複数の情報から
問題の本質を見
極め、解決すべき
課題を設定できる

複雑な文脈の中
で、複数の情報か
ら問題の本質を
見極め、解決すべ
き課題を設定でき
る

構
想
力

さまざまな条件・制約を考慮
しながら問題解決までのプロ
セスを構想し、その過程で想
定されるリスクやその対処方
法を構想する力

4‐1 広い観点から解決策を考える
4‐2 現実味のある解決策を考える
4‐3 計画を立てる
1）必要な作業をもれなく洗い出す
2）具体的な行動計画を考える

簡単な問題にお
いて、解決策を選
択することができ
る

問題解決のプロ
セスに即して、解
決策を構想するこ
とができる

いくつかの解決策
の中から、制約条
件を踏まえて有効
な解決策を選択
することができる

制約条件やリスク
等をふまえ、有効
な解決策や行動
計画を構想できる

複雑な文脈の中
で、制約条件やリ
スク等をふまえ、
有効な解決策や
行動計画を構想
できる

【リテラシー要素：2015水産学部３年】
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白抜 ：国立理系３年の平均 黒字 ：当該学部の平均 ：下側からの累積分布が50%を超えるレベル
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能力 定義 1 2

対
人

親
和
力

他者との
豊かな関係

を築く

人に対して、興味をもって相手の
話を聞き、相手の立場や気持ちを
思いやったり、共感し受けとめる、
また多様な価値観を受け入れる。
さらに、そうした関わりから、相手
と信頼関係を築いたり、人脈を広
げていく力

・親しくない人には無愛想に
なりがち
・興味をもって相手の話をき
いたり相手の立場を考えた
言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接する
ことができる
・相手の立場や気持ちを考
えたり、人間関係に配慮し
た言動を心がけている

協
働
力

目標に向け
て

協力的に仕
事を進める

周囲や集団において、自分の役
割を理解した上で互いに連携・協
力、助け合ったり、情報を共有して
一緒に物事を進めていく。さらに、
他者の相談に乗るなど働きかけ、
動機づけする力

・他の人と一緒に物事に取
り組むのが苦手
・周囲の人が困っている状
況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てら
れたことは自分なりに工夫
しながら取り組む
・周囲に気を配り、困って
いる人には手を貸そうとす
る

統
率
力

場をよみ、
組織を動か

す

集団の中で、自分の意見を主張
すると同時に、議論の活発化や発
展のために集団に働きかける。ま
た、必要に応じて、意見の調整、
交渉、説得し、集団を合意に導く
力

・話し合いの場では議論に
消極的なことが多い
・発言の際、考えが整理し
きれず相手に言いたいこと
が伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋
道を立てて伝えることがで
きる
・話し合いの場では、議論
の目的を見失わずに意見
を述べることができる

対
自
己

感
情
制
御
力

気持ちの揺
れを

制御する

自分の感情や気持ちを認識して
客観的に言動をコントロールした
り、ストレスをうまく処理することが
できる。また、プレッシャーを感じ
る場面でも、感情をコントロールし
て力を発揮する力

・自分の感情をコントロール
するのが苦手
・些細なことでも、動揺した
り落ち込んだりして、なかな
か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題
が発生した時には、落ち着
いて自分なりに対処しよう
とする

自
信
創
出
力

前向きな考
え方や

やる気を維
持する

自己の強み弱みを認識した上で、
自分に自信をもって物事に取り組
むことができる。また、常に学ぶ姿
勢をもち、経験の機会をうまくとら
えて挑戦していく力

・自分の強みがわからず、
自信をもって行動できない
・初めてのことや難しいこと
には、なかなか挑戦する気
になれない

・自分では強みがわからな
いが、人からほめられるこ
とで自信をもつことができ
る
・仕事や課題に対して前向
きに取り組むことができる

行
動
持
続
力

主体的に動
き、

良い行動を
習慣づける

主体的に行動し、物事には最後ま
で粘り強く取り組むことができる。
また、良い行動を習慣化する力

・人からの指示を待って行
動することが多い
・何かに取り組んでも、最後
までやり切れないことが多
い

・良いやり方や習得した技
術・知識は、すぐに試みる
よう心がけている

対
課
題

課
題
発
見
力

課題の所在
を

明らかにし、
必要な情報
分析を行う

適切な方法で情報を収集し、事実
に基づいて客観的に分析、本質
的な問題を見極める。さらに、
様々な角度から課題を分析し、原
因を明らかにする力

・課題に対しての情報収集
が、適切な方法でない場合
が多い
・情報整理・分析が甘くなり
がちになる

・課題に対し、自分なりに
情報を集めることができる
・集めた情報を、客観的に
整理しようと努める

計
画
立
案
力

課題解決の
ための

適切な計画
を立てる

明確な目標を立て、その実現に向
けて効果的な計画を立てる。また、
立てた計画に対して目標の実現
や課題解決に向けての見通しを
立てたり、どんな問題が起こり得
るかのリスクを想定して事前に対
策を講じる力

・自分で目標や計画を立て
ずに課題に取り組む
・立案した計画や目標が現
実的でないなど適切でない
ことが多い

・課題に対して、目標と計
画を大まかに立てることが
できる
・立案した計画や目標に、
自分なりに取り組むことが
できる

実
践
力

実践行動を
とる

計画をすすんで実行し、状況に応
じて柔軟に行動を修正する。また、
行動を振り返って検証し、次の行
動の改善に結びつける力

・やるべきことでも、なかな
か実行に移せない
・実行はできても当初のや
りかたで進めがちで、のち
に振り返ることも少ない

・やるべきことに対して、自
分なりに試行錯誤しながら
物事を進めていくことがで
きる

3 4 5 6 7

・相手に対して自然な気配
りができる
・自分と異なる考えや意見
でも興味深く相手の話を聞
き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、
自分から気軽に話しかける
・人から相談された際は相
手の話を一生懸命聴き、信
頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し
て細やかな気遣いができる
・必要に応じて自分の気持
ちを素直に表現し人脈を広
げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の
置かれた立場や背景をも
汲み取って理解しようとす
る
・誰に対しても臆せず接し
人脈を広げていくことができ
る

・築いた人脈や関係性の維
持に努めることができる
・人脈ネットワークを広げる
ために自ら場を創り、維持・
運営することができる

・チームで課題に取り組む
場合には、自ら情報発信す
るなど、チームへの貢献を
考えて行動することができ
る

・人から相談された際に、
本人がやる気が出るよう働
きかけをすることができる
・雰囲気づくりなどを通じて
チームに貢献することがで
きる

・誰かを支援する時には全
力でサポートする
・周囲との協力や働きかけ
を通じて、チームの成果に
貢献することができる

・リーダーとして、周囲の状
況への気配りや働きかけを
することができる
・チーム全体のやる気を高
めることができる

・リーダーとして、状況や相
手に応じチームのメンバー
を動機づけることができる
・相互支援や情報を共有し
あう環境をつくることができ
る

・自分の考えを論理的かつ
気持ちを込めて相手にわか
りやすく伝えることができる
・意見の異なる相手でも、
粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、
はっきりとした主張ができる
・相手の立場や背景も考慮
しながら意見調整を進める
ことができる

・周囲の反対にあって孤立
しても、正しいと思うことは
粘り強く主張できる
・建設的、かつ創造的な議
論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理
や方向づけによって議論を
発展させていくことができる
・リーダーとして、チームの
結論を導くことができる

・意見が対立する中でも、
建設的に議論を導くことが
できる
・聴衆を引き込み納得させ
るようなプレゼンテーション
をすることができる

・感情が多少乱れても、冷
静になって行動することが
できる
・やらなければならないこと
がたくさんあるような状況で
も、こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーが
かかる場面でも、落ち着い
て対処しできる
・難しい課題に対しても前
向きに取り組むことができ
る

・自分がストレスを感じやす
い場面を知っており、対処
法を考えておくことができる
・失敗に向き合い原因を徹
底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分
なりの方法をもっている
・緊張やプレッシャーを感じ
る場面でも、落ち着いて、
かつ集中して取り組むこと
ができる

・ストレスの原因に自ら働き
かけ、解消できる
・必要に応じて自分の感情
を率直に伝えることで、相
手との信頼関係を築くこと
ができる

・自分の強み・弱みを知って
おり、多少見通しが立たな
いことでも自分を信じて行
動できる
・機会をチャンスと捉え、楽
しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持
ち味を活かせる場面をイ
メージすることができる
・初めてのことでも、臆せず
取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に
挑戦し、失敗しても何かを
学ぼうとする
・好きではない仕事でも、自
分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持
ち味を活かす機会を見逃さ
ない
・常に良い結果をイメージし
て、自信をもって取り組むこ
とができる

・どんな仕事や課題でも主
体性と好奇心をもって取り
組むことができる
・成長の機会を自ら創り出
していくことができる

・任されたことは、できるだ
け自分でやるべきことを考
え行動するようにしている
・常に良いやり方を追求し、
能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、
自発的に考え行動に移す
・取り組んだことに対しては、
自分なりに工夫しながら最
後までやり抜くようにしてい
る

・すべきことや他者の期待
を自ら考え、責任をもって
行動することができる
・周囲からの期待以上のこ
とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦
めずにやり遂げる
・行動の検証と改善を繰り
返しながら、より良い行動
に結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりまで、
自分が納得できる結果が
出るまで粘り強く取り組む
・検証と改善を常に繰り返
すことを習慣化している

・興味のある特定の分野な
らば、情報を集めて客観的
に事実を整理、分析するこ
とができる
・分析を基に、自分なりに因
果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法
で情報を集めることができ
る
・定性的データを客観的に
整理し、複数の因果関係の
仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な
情報や、定量的なデータを
収集し、適切に整理、分析
できる
・より現実的な視点で、複数
の仮説を立てられる

・事実が複雑に絡み合って
いる問題でもデータを客観
的に整理、分析できる
・因果関係を整理し課題解
決につなげることができる

・関心分野については、常
日頃から情報収集している
・合理的な判断だけでは難
しい問題に対して、関係者
の心情を汲んで結論を出す
ことができる

・条件が明確な課題であれ
ば目標や発生しそうな問題
を予め考えることができる
・予測をふまえ具体的な計
画を立て取り組むことがで
きる

・経験のあることならば不確
定な部分があっても具体的
で妥当な計画を立てられる
・立案した計画の実現性を
吟味することができる

・経験のないことでも、現実
的で妥当な計画と複数のシ
ナリオを考えることができる
・事前にリスクを検討、想定
し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、
途中段階の具体的な目標
も設定し、実現性を高める
ことができる
・チームでの取り組みの際、
メンバーの分担を適切に行
う

・自身やチームにとって挑
戦的な目標を設定し挑む
・制約条件や資源を考慮し
た計画を立て、状況に応じ
て柔軟に修正することがで
きる

・制約条件を考えて、試行
錯誤しながら物事を進める
ことができる
・終了後には、成功か失敗
かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ
や予想外の事態に応じて
行動を修正することができ
る
・うまくいかなかった場合、
原因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に
気を配りながら、物事を進
めることができる
・進捗状況を確認しつつ、
自ら率先して行動すること
ができる

・計画の実行中、全体の状
況に気を配ることができる
・先行きを予見し必要に応
じて、早めに全体の動きを
修正することができる

・チームでより良い成果を
挙げるため、即行動できる
・活動の振り返りを次に活
かして、チームの成果を高
めることができる

【コンピテンシー要素：2015水産学部３年】
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